
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 問寒別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８５０，０００千円

年 効 用 ② ８７，０１６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０６４０１

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３５９，３７０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ８７，０１６ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ８７，０１６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 川西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０００，０００千円

年 効 用 ② １１８，４４５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０７６１４

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，５５５，６５０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １１８，４４５ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 １１８，４４５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 中渚滑

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６４１，０００千円

年 効 用 ② ７４，７５１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０７６１４

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９８１，７７５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ７４，７５１ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ７４，７５１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 大樹川北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８６１，０００千円

年 効 用 ② １１５，８８７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０７１２８

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６２５，７９７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １１５，８８７ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 １１５，８８７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 姉別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９６０，０００千円

年 効 用 ② ９９，９５８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０７３５８

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３５８，４６１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ９９，９５８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ９９，９５８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 別海南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９６７，０００千円

年 効 用 ② １００，３１１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０６２５７

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６０３，２４７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １００，３１１ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 １００，３１１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 上春別北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６６０，０００千円

年 効 用 ② ５９，１２７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０６５５９

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９０１，５０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ５９，１２７ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ５９，１２７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 畜産基盤再編総合整備事業 都道府県名 北海道 地区名 上風連東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８６５，０００千円

年 効 用 ② １１４，９５２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ －

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） ０．０７３５８

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，５６２，２３４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １１４，９５２ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 １１４，９５２


